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特記事項
 1 )  特記無き材質はS S 4 0 0とする。
 2 )  本図は、1門分を示す。必要数は、1門分。
 3 )  本品の防食処理は塗装とする。
 4 )  皿ボルトが桁と干渉する場合は、適宜移動
    させること。
 5 )  吊金具は、既設のラック棒およびラック棒
    継手の形状に合わせて再計画すること。
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